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望申写

真地質講座

(略)

識別要素(っぐき)

月几理(photograph虻texture)

写真の肌理は映像内における階調夢)変化の纐陵であ

って個々には写真上で識別で慧ない映像単位⑳簾合に

よって生ずるのである出したがりて肌灘獄写真の縮

尺によって左右される血たとえば小縮尺の写真上では

森林申の個々の樹木は区別できないが大縮尺の写真上

では樹木毎にその樹冠を区別することができさらに

それらの間の地表が透視される.すなわち前者では

樹木が集合体として森林の肌理をつくっているのに対し

て後者ではそれぞれの樹木の葉や小枝カミ集合体として

樹冠の肌理をつくっているのである.これらの場合

われわれは前者においては主として肌理によって森林

単位として構成樹種の総合的推察を行ない後者におい

てほ樹冠の形大きさおよびその肌理を手がかりとし

て樹木毎の樹種を判定するのである.このように

大縮尺の写真上では形大きさ等細部の特徴が識別要

素として重要であるが小縮尺の写真上では逆に肌理

の方が比較的重要な識別要素とたるのである.さらに

例を挙げると小縮尺の写真上で細かい網状の肌理とし

て記載されるものを大きな縮尺の写真上で観察すると

互に交叉する2～3方向の節理系として識別されるよ

うなものである.

松野久也

肌理に対して写真の階調もまた少たからず影響する.

写真の階調は前にも述べたように多くの要件によっ千

変化するのであるが肌理そのものはそれを生ずる被写

体の個々の形および大きさ恋らびに配列によって強

く支配されるのであって階調に著しい変化が放い限り

は重要な識別要素としての意義を失うことはたい.

写真の肌理を表現するためにミ滑らかな･ミ凸凹なバま

だらな"慨点状"ミ粒状"あるいはミ線状･などの形

容詞が用いられさらにこれらを細分するためにミ組い"

あるいはミ細かい"などの用語カミ併用されている.し

かしこれらの用語は比較の問題であって実際には

写真図版によって図示されないかぎりほ非常に不確実

である(第26図).

滑らか狂酉凹な

斑な

一般的にいって粗林はミ凸凹な肌理･を呈し.小縮

尺の写真上で密林はミ滑らかな肌理･を示す.草原や

笹原はミ滑らかな肌理･を呈しこれらの中に小さな森

が点在するような場合にはミ斑な肌理"として記載され

樹木や草むらが点在するときにはその密度によって

ミ斑点状肌理"あるいはミ粒状肌理･として記述される.

以上述べた用語は主として単写真上すなわち二次

元における植物被覆に起因する肌理の状態を説明するた

めに用いられるものである.したがって自記装置を

備えたmicro-densitometer(微測濃度計)を用いて写

真上の与えられた一線に沿って写真の濃度(階調)の変

化を測定記録し1mm当りの平均濃度変化を求

めることによって肌理を数量的に分析すること

の可能性がすでに多方面で指摘されている.

第27図は中島厳･長谷川訓子(1962)による林

斑点状粒状

線状

(フイルムでは最大濃度を示

す)を5として記録計の針を設置しこの間の濃

度の相対的変化が走査線をもってあらわされてい

る｡この結果からみてわかるように林型別の

肌理の違いが明確に区別されている.

模様(Pattem)

空中写真判読におけるミ模様･とは写真上に

第26図植生に起因する肌理�
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第27図林型別濃変化測定記録(中島･長谷川i962による)

おける地形｡地質･植生あるいは人工などの特徴の多少してきわめて重要である.このような模様は写真上

とも規則性をもった空間的配列である.単写真上におでもっとも識別し易い模様でもある.

ける配列は平面的であるが立体写真においては垂直方

向の配列を知ることが可能なことはいうまでもない.水系模様

また模様も写真の縮尺に支配されこれが極端に小さ地質判読において識別要素としてもっとも普通に用

くなり個々に識別できなくなった場合には肌理を構成いられている模様は水系模様である.水系は基盤を

する要素となることはいまさら述べるまでもない曲構成する岩石の岩質とその地質構造を非常に敏感に反

映するものである.とりわけその地質構造との関係

線状模様は密接であり同時に堆積によって形成された障害物

模様中先ず第一にあげられるのは線状模様である.によっても影響される(本誌第86号1～7ぺ一ジ参照).

すなわちゆるやかた曲線や直線の特異な集合によっ水系模様の基本型を示すと第28図のとおりである.

て示される様模であって多くは構造的意義をもつも

樹枝状各水系の各々の支流が不規則にあらゆる角度をも

って枝分れしていることによって特徴づけられる.この

型の水系模様は側方侵蝕に対して岩屑の抵抗が一様なこ

とによって条件づけられる｡したがってこのような水

系模様は塊状均質な岩石あるいは水平な地層中に発達する

〉�����
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のである.例えば断層(本誌第86号第V咽版)層理

(同じく第19図)節理(同前第V図版)および岩脈など

であるまた一線に配列する河川の直線部特異な樹

木地形的凹所(たとえばドトネ第22図)などの線

状配列も一つの模様である.

線状模様は上にあげた例によってもわかるとおり

地質学的連続性あるいは不連続性を示す識別要素と

一

第28図水系模様の基本型

第婁獺猪蛾録梁燦郷繁鱗鮒瀬螂鵬批拙柵準汽水熱機機雛横栄～榊横

初期の火山噴間物(白色火山灰および軽萄)の堆積圃の峻斜に支配

されている�
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第32図陰影効果による陰影マｰクaかすか港起伏が陰影効果によって強調されb.c:植物の生長のかすか柱違いが陰影効果によって同じく飴調される

植物の成長の度合の差はその下の二岩石あるいは表土およびその中の含水量の叢を敏感に反映するCは薄い表土に覆われた埋没物の影響によるも

のであって古代遺跡の土台などに影響されこの方法によって表層下の遺跡が発見されている

りの程度まで克服することができる.大きさ(SiZe)

陰影(shadow)は垂直写真において直立する被

写体の形態および大きさの識別に当って重要な役割りを

示すものである.例えば陰影の形状から樹木の形態

がわかりこれから樹種が判定される.一般的に針

葉樹は頂上の尖った円錐形であり広葉樹は不規則であ

るこれら樹種の判断からその生育する地域の地質特に

土壌中の含水量の差が推察されることは前にも述べた通

りである.さらにある条件下ではかすかな起伏でさ

え陰影によって強張される(第34図).普通の目的の空

中写真は太陽の色度カミもっとも高い正午を中心とした時

間に撮影される.このために陰影がもっとも少ない.

これを太陽の角度の低い朝夕に撮影すると前者に比べ

て陰影カミ地表に大きくあらわれかすかな起伏あるいは

地質条件による微細な植物の生長の差が明瞭に記録され

る(第32図).このような陰影による効果は陰影効果

と称せられ形態識別の重要な要素の一つである.この

ように強張された陰影を陰影マｰク(sh.d.wma.k)と

称し植物の成長の度合の差に起因する色の違いが写真上

に階調被覆の違いあるいはその差と扱って記録された場

合には前者から区別して植物マｰク(pl･･tm･rk)と呼ぶ

被写体の大きさはその形態と共に判読上きわめて重要

である.従来は被写体の相対的大きさの比較カミ識別

要素として用いられていたカミ写真測量の応用に伴って

大きさの定量的測定はあらゆる分野の写真判読におけ

る根本的な要素と在りつつある.とくに地質学におけ

る測定は直接地形に関連するものであり.写真測量は写

真地質学において基礎的な関連部門である.

地表における各点間の水平ならびに垂直距離は確実に

写真上で測定が可能であってその数値と共に方向カ茎求

められる.さらに面積および傾斜を上記の距離から間

接的にあるいはその他の方法によって直接的に求める

ことができる.す匁わち水系の長さ堆積盆の面積

地層の走向傾斜および厚さ断層の方向ならびにその

両側におけるずれの量節理の方向放らびに間隔等がこ

れである.続いでこのような簡単衣測定値を組み合

わせることによって写真の縮尺に関係なく種女の比較

に必要な比率が得られる.例えば単位面積当りの水

系の長さすなわち水系密度は地域ごとの透水性の比較

の指標となり岩石の粒度推定の手がかりとなる.

第33図鹿児島県志布恵西方地域における亀シラス台地"と河岸段丘

Iシラス台地一シラス(軽石の堆横面)皿･皿河岸段丘IV姉穣氾濫原�
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第32図主要た水

道路市街植林地などの配列によって示されるもので

ある.わカミ国のような人口の欄密な地域では全く人

工の加わっていたい所は殆んどたいと云ってよい位であ

る平な土地は余すところなく耕作されかつ工場地や

住宅地として利用されこれが次第に山の斜面にまでお

よんでいる.また山林は伐採が進みそのあとには

造林カミ広く行なわれている.このような自然の改造は

最近の機械文明の発達に伴って著しく速度を増しつ∫あ

る.すなわち改造から創造へと変りつつある.つま

り山を切り割って川を作り海や湖を埋め立て』平野

を作り川を堰止めて湖を作りつ㌧ある.このようた自

然地形の改造や破壊は地形学的方法を主とする普通写

真による地質判読を非常に困難柾ものとしている.

しかし上述のような著しい影響のない所では土地

利用の状況は自然の条件を巧みに利用しておりきわめ

て有効た識別要素として役立つのである.一般に第一

次産業ことに農業における土地利用はそれほど大きな

機械力を用いず自然環境殊に地形および地質条件を経

験的にうまく利用している.例えば移動を停止した

古い砂丘は排水がよく畑や果樹園として利用され砂

丘聞低地は水田として利用されており畑と水田によっ

て示される模様の本質的匁違いは両者の本質的扱織別

要素と扱る(第17図)､また段丘面は州とか水嗣として

利用され段丘崖および段丘面を刻む谷の斜面は急傾斜

地をなし章あるいは低い樹木で覆われているのが普通

である(第33図第34図).さらに連続的に何回かの時

期に噴出した熔岩流の表面はその時代が肯く匁れば匁

る程風化が進み高度に利用されている出したがって

その利用の程度の差が個冷の熔岩を区別する場合有効匁

識別要素となる.

形態(shape)

立体写真による観察方法が判読に用いられるようにな

って地形学は写真地質学における根本分野の一つとな

個心円状水系蛇行コｰス中の変化

孫異常の伺

ったと断言しても良い位である.すなわち普通写真

による地質判読は主として地形学的方法によって行なわ

るのである.したカミって起伏あるいは地形的表現を

含めた形態は地質判読における識別要素の一つとしてき

わめて重要である.

以上のよう荏観点から建設的地形(COn.truCtiVe

fo･m)のみならず破壊的地形(dest…tivefom)にお

いても形態は地質判読上識別要素として非常に有効で

ある.すなわち火山鉾(本誌第86号第VI図版)砂丘

(第17図)段丘(第33･34図)等の建設的地形および氷

河地形(第35図)は形態を第一の手カミかりとして識別す

ることカミでき破壊的地形は侵蝕形態の違いおよび起伏

量の違いを手カミかりとして区分される.侵蝕形態の違

いは岩質的特徴を反映し起伏量の違いは岩質の硬軟に

起因する.また一般的にいって線状の凹所は断層の

存在を示し逆に線状に突出した地形は岩脈の存在を

暗示するものである.しかしながら同一種類の地質

的特徴も環境によって地表上へのあらわれ方に非常に変

化がある.また小縮尺の写真上では直接輸画の詳細を

観察できない場合がある.この点現地における検討から

何らかの手がかりカミ得られている場合その不利をかな.

綴

第31図宮城県登米郡佐沼町付近における抑積氾濫原旧河床とみられる

低湿地三目月期在ど古い蛇行の跡が'見じて把握できる水田中

暗い階調を示す所は最近まで低湿地であった所に一致する�
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第32図陰影効果による陰影マｰクaかすか港起伏が陰影効果によって強調されb.c:植物の生長のかすか柱違いが陰影効果によって同じく飴調される

植物の成長の度合の差はその下の二岩石あるいは表土およびその中の含水量の叢を敏感に反映するCは薄い表土に覆われた埋没物の影響によるも

のであって古代遺跡の土台などに影響されこの方法によって表層下の遺跡が発見されている

りの程度まで克服することができる.大きさ(SiZe)

陰影(shadow)は垂直写真において直立する被

写体の形態および大きさの識別に当って重要な役割りを

示すものである.例えば陰影の形状から樹木の形態

がわかりこれから樹種が判定される.一般的に針

葉樹は頂上の尖った円錐形であり広葉樹は不規則であ

るこれら樹種の判断からその生育する地域の地質特に

土壌中の含水量の差が推察されることは前にも述べた通

りである.さらにある条件下ではかすかな起伏でさ

え陰影によって強張される(第34図).普通の目的の空

中写真は太陽の色度カミもっとも高い正午を中心とした時

間に撮影される.このために陰影がもっとも少ない.

これを太陽の角度の低い朝夕に撮影すると前者に比べ

て陰影カミ地表に大きくあらわれかすかな起伏あるいは

地質条件による微細な植物の生長の差が明瞭に記録され

る(第32図).このような陰影による効果は陰影効果

と称せられ形態識別の重要な要素の一つである.この

ように強張された陰影を陰影マｰク(sh.d.wma.k)と

称し植物の成長の度合の差に起因する色の違いが写真上

に階調被覆の違いあるいはその差と扱って記録された場

合には前者から区別して植物マｰク(pl･･tm･rk)と呼ぶ

被写体の大きさはその形態と共に判読上きわめて重要

である.従来は被写体の相対的大きさの比較カミ識別

要素として用いられていたカミ写真測量の応用に伴って

大きさの定量的測定はあらゆる分野の写真判読におけ

る根本的な要素と在りつつある.とくに地質学におけ

る測定は直接地形に関連するものであり.写真測量は写

真地質学において基礎的な関連部門である.

地表における各点間の水平ならびに垂直距離は確実に

写真上で測定が可能であってその数値と共に方向カ茎求

められる.さらに面積および傾斜を上記の距離から間

接的にあるいはその他の方法によって直接的に求める

ことができる.す匁わち水系の長さ堆積盆の面積

地層の走向傾斜および厚さ断層の方向ならびにその

両側におけるずれの量節理の方向放らびに間隔等がこ

れである.続いでこのような簡単衣測定値を組み合

わせることによって写真の縮尺に関係なく種女の比較

に必要な比率が得られる.例えば単位面積当りの水

系の長さすなわち水系密度は地域ごとの透水性の比較

の指標となり岩石の粒度推定の手がかりとなる.

第33図鹿児島県志布恵西方地域における亀シラス台地"と河岸段丘

Iシラス台地一シラス(軽石の堆横面)皿･皿河岸段丘IV姉穣氾濫原�
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このような測定は非常に時間を要するのが普通である

が野外では困難なものや不可能なものカミ多い.地形

図はこのような測定に用いて有効ではあるが地形およ

び地物を線と記号をもってあらわしているため表現さ

れるものに自ら限度がある.この点地表の特徴なら

びに細かな地物とその相対的位置までを正確に表現して

いる垂直写真はこれらの情報のもっとも豊富な供給源

である.

識別要素の組み合わ世

以上述べた識別要素は組み合わせて用いて始めて効果

北海道苫前郡羽幌町築別川下

流における沖積段丘

馨丘崖は河の蛇行を反映して

カｰブしているわずかに数

㎜の高さの段丘崖が陰影効果

と水田の膜様の食違いによ

ってよく追跡できる

カミあるものである.黒白写真における本質的な識別要

素である写真の階調は完全な露岩地帯のような所では

単独で用いて有効である.しかし一般には写真の階

調形態肌理水系模様等いくつかの識別要素を組み

合わせて用いることによって露出の少ない地域や露出

の全くない地域の地質判読を行なうことができるのであ

る.断層は一般に直線あるいはきわめてゆるやか

荏曲線で表現されるがその両側における地形的特徴

および写真の階調の急激な違いあるいは顕著な地層や

岩体のずれまたは両側における層理の方向の違いなど

によってより確実に判読される(本誌第86号第v皿図版).

(筆者は地質部)

榔脳
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